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はじめに

　荊サルゴン期シュメール都市国家ラガシュにおける園（SAR　・kirie）と「玉葱鵡」

ki．sum－maとの関係についての先学の言及は，かなり表面的・一i　1的なものであった。

たとえばA．Deime｝は「三三，野菜は稀には園儲rten（9ar）の中で，普通は耕地Feld

（gan2）において，それも特にそのために手入れされた区劃地，すなわち玉葱畠

‘Zwiebelort’（ki－sum－ma＞と呼ばれる区劃地（Stifcken）において，栽培された」と規

定した〔Deime1，1931：88f〕。またA．　Schneiderは「圏Garten（sar）は穀物耕作から

完金に分離している。園が話に出ているならば，此の語は常に樹園の意味において理解

されている」こと〔A．Schneider，1920：49〕，さらに「かなりの量に達し，また穀物と

同様に大耕地で栽培された野菜種類の中では，様々の玉葱・にんにく種類が他を凌駕し

ており，これらは特に大量に植えられたに違いない」〔lbid．：47〕ことを主張している。

特にシュナイダーにあっては，耕地内の野菜畠としてのki－su1n－maと（果）樹囲として

のkiri｛iが戴然と分離されていた。他方，野菜類は通常，穀物耕地中のki－sum－maにお

いて，稀に園において栽培されていたとするダイメルの指摘に何らかの異議を嘔え，よ

り精密に菜園としての園の研究を行うには困難な事情があった。

　M．Lambertは野菜栽培関係記録中のSARをkiriGと読み，これをjardinと解しなが

ら，これと玉葱fi　oignoniさreと訳したki－sum－maとの関係については何の言及も行っ

ていない〔M，Lambert，1975：44〕。」．　BauerもSARをkiri6と読み，　Garten，　Baum－

garten「圏，樹園」と解し，樹園としてのkiri6と野菜畠Ort　der　allgemeiner

Gemifseartenとしてのki－sum－maとを語義的に厳しく分離したまま，両者の関係の考

察には一歩もふみこまなかった。バウアーは，～般耕地の中に菜園としてのkiri6とい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロう区劇が存在することにまったく注意を払わなかった。

　最近の」．Bott6roの論稿においても，セム語の語源研究の成果に基いて改ためてシュ

1）BAu猟，1970，　No．1（・・　F6100）への暦書注および王2への注，さらにNo．93（；F6108）

　11への注参照。
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メール語のsumがにんにくKnoblauch，　ailを国包する蓋然性を強調し，　sumが他のね

ぎ属や豆類，料理用野菜と共に，時には菜園jardins　potagers，最もしばしば耕地にお

いて，むしろ専門家によって栽培されていたことが，古バビロニアやマリの文書を例証

として指摘されるに留まった〔BOTrrERo，1980：39f．〕。

　しかし前サルゴン期シュメール都市圏家ラガシュにおいて，野菜栽培地は，耕地内の

ki－sum－maの他，様々な場所および態様において設けられた菜園SAR＝kiτi6としても

実際に存在したし，その独自の意義にも無視し得ないものがある。本稿では，前稿にお

ける準備的作業〔山本　1984：79－87〕によって，SARの複雑多様な用法の中で確実

に識別された，菜圏としてのkiri6の幾つかの特質を，此の複雑な態様においてki－sum－

maと対比しつつ具体的に明かにし，此の古い時代の支配者妃を首長とする組織におけ

る野菜栽培の実態の解明に資したいと考える。

1　‘kiri6－bi’によって導かれる面積表現の含意するもの

　通常の耕地内の野菜栽培地ki－sum－maに関する区劃・定植記録，すなわちmu－sur記

録中でも，或る程度以上の規模の記録においては，定植量・作物種類・畝（誌si且）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の数・栽培面積が認載されるのが普通であった。そして此の栽培面積記載に際しては，

g含n－bi（x　iku）Ysarの形が定式であった。此の種の定型的mu－sur記録において，面

積数を導くのにSAR－biと書かれることは決してなかった。

　ki－sum－maの収穫記録においても，　DP　379（匪1，　IH　1）；DP　378（12）；vAT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　4742（1，　ll）〔DEIMEL，1925（b）：6〕；DP　388（慧2）　；DP　389（13）；VAT　4654

（V）〔山本　1984：95〕の6記録において，面積数を挙げるのにgan－biの定式を用いて

いる。VAT　4742ではabsinの数も挙げられている。　ki－sum－maに関する収穫記録にも

SAR－biによる面積記載は決して現われないのである。

　しかしながら収穫記録の申には，第1表にその詳細を表化した8個の記録のように，

収穫物の数量と作物名の後に栽培面積を挙げる際面積数がSAR（＝kiri6）一biによっ

て導かれる場合がある。此の様な，岡じ野菜類の収穫記録におけるgan－biとkiri6－biと

の使い分けの理由は侮であろうか。

　第1表の8記録に共通して顕著な特徴は，第一にki－sum－maの文字がどの記録にも欠

けていること，第二に畝（absin）の数の記載がないこと，の二つの事実である。此の

2）ki－sum－maに関する大規模記録については，山本荊稿［1984］，90－91：Nik　1　47，および94：

　翼ik146が代表的な例を提供する。

3）山本　1984：81に史料く1）として翻字が与えられている。
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ことを念頭において個々の記録を仔網に検討してみよう。

　（1）DP　399は，除外される玉葱（sum－pad－du：11，4）を，恐らく再度，区劃・

定植するために（surdさ：組1），いわゆる「庭師」nu－kiri6職のアンアムら（昼2－3，

13－4）に与えた（e－ne－sum』2）記録であり，　kiri6－biによって導かれる栽培面積

が2つ記されている。栽培場所名（第1表しocation欄参照〉は欠如している。特殊な

　　　　　お記録である。

　（2）HSS　3，51の最も注目すべき点は，　Locationがd・udu－9e　Lugal－ezem　sanguな

る特殊な場所，おそらく潅概水路G〔前田　1976：5参照〕の周辺であるという点であ

る。（1），（2）に共通な点として，それぞれのkiri6－bi…（sar）の栽培責任者が明記され，

しかもそれら2入ずつの責任者が同じ人物であることが挙げられる。

　（4＞DP　370は，　kiri6－biによって導かれる面積記載が，特殊な場所における菜園とし

てのkirisの設置そのものを意味している場合があることを，明確に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　此の記録では，678束のスーサの亜麻gu－MUSERE酌を収穫した80サルの栽培地の

Locationは，　ambarki（H2＞「沼地」，「湿地」であった。栽培一収穫場所がambarkiそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ののものであって，「沼地の耕地」gan－ambarでないことが注目されねばならない。耕地

の中ではなく，「沼地」ambarkiの一一部にkiri6「園」が設置されたことを此の記録は示

している。

　考察をここまで進めてみれば，上に指摘した，ki－sum－maの語とabs語数の記載の欠

如という二つの共通事実に照らして，klri6－biに導かれる面積記載を有する収穫記録は，

耕地内のki．sum－maとは異なる，特別な場所に設置された菜園としてのkiri6における

sum類の栽培・収穫を示唆していると断じてよいであろう。

　（3）DP　371および（8）DP　386にあっては，栽培場所が，穀物栽培を主とするgan「耕

地」である点に特色がある。しかもDP　371の耕地「（支配者）エンシのK：UReである

小ギシュアン耕地」（贋4－IV　1）はかなり特殊な耕地であって，　ambarkiと共に潅概水

路工事の数の多いことから，ambarkiと相似た沼澤地にある耕地であることは確実であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おく　　　　　　　る。さらに此の地に関しては，ganを伴わないe－GIS．AN－turやGIS．AN－tur〔cf．　DP

372　14〕において亜麻guが収穫された記録があって，此の耕地が排水事業による耕地

化の進行中である，特殊な耕地であったことは明かである。

4）この特殊記録DP　399においてsum－GU4が収穫隣の計璽法ではなく，すでに区劃・定植時の

　計二手法ではかられている点についてはag　1表（7｝VAT　4667の項において触れられる。

5）耕地名gan－ambarは絶対にgan－ambark‘とは書かれない。

6）　Cf，　VAT　4719　IV　（Lugalanda”ll）　｛DEIMEL，　1923－24：289］．
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第　1　表

Text　N疑mber Products ‘kiri、一bi’ Additions

q｝DP　3§9　1L＊＊・1￥｝ 1／4，　　1　　k｛ir　sum　pad－du kiriドbi　　25　（sar） 〆Ur一照ud　sa蕪gu・GAR

3／4　su磁一GU墨〈一pad＞一du kiriボbi　　70　　（sar） AN，a．lnu　nu－kiri　　　　　　　　　　　　　5

（2｝猛SS　3，51｛L・V） 360gu4a　su獄一GU、 ki・iボbi　60（sar＞ AN－a－mu

40　gu－1含sum－GU、 kiriボbi　　25　（sar） 〆Ur一鵬ud　sangu－GAR

（3）DP　3711L．．V） 626　sa　gu

T2　sa　gu

kiriボb三　　74　〈sar＞

汲宴ﾑi、一bi　6（sar）一a職6 gu－KA－a－am〔；

首u－n．678sa　gu，　gu，　gu一

@　、　　》

lUS．　ERENkl

（細P37G｛L．．ヤ1） 　　　　　　　　　　　　、　　》
U78　sa　gu－MUS．

窒qEN』（11）

kiriボbi　　80　　（sar）

黷≠香C（亙2）

（5）　DP　381（L，一｝1） 230gu必sum－GU．量

P0　gu4a　sum一首ag、

P6gd含sum桶磁一ma

kiriボbi　60（sa・） 〔itu・gurx－kuゴdu｝

@　　　　　　　　　　，
68　　sa　　　　　　si毒4um－sar

（6｝DP　384〈L．、彊） 2GO　gu4詮　su肝GUギsar・sぬ5－ba

P33　g睦4a　sum－GU、　　一自s・bi

@　　　　　　　　　　　　　　　　．R1　　gu4a　　sum一型ag5

?ｕ一江　　36畦　　gu・｝a　　sum達urPma垂・ba

kiri，一bi　60（sa・）

黷≠香@　　窃

s丘m，u．ru餓Bar，na肝tar．

窒＝@dam　Lugai－an・da

Unsi　Laga§kl・弐a（醗1

|5＞

250siべ1um kiriバbi　　40　（sar＞

（7｝VAT塵667｛？一？） 189　　gu4a　　s鞭r艮「GUぺsar－suh5町ba

V39疑4合s租磁・GU、　一虚s・bi

kiriボbi　　60　（sar）

300　sa　　　sidum

P9．S．9．　sldU鵜sag－bi一§aボga

kiriバb三　　25　（sar＞

｛811）P386｛U．1．1） 33gu－1会　sum・GUべ蓉aボga

Rgu護会　su搬・GUべk直田一ma

kiriβ一bi　10〈sar）一am6 sum－kiriべsur－ra

tr欄nu－kiriバka－

汲≠香iHl－3）

略号　　E．　＝En－ig－gal；　9．s．9．＝guτ・sag・9組；　lxlugal；　L．＝・Luga｝anda；　n．h　：Ru－banda；

記号　1…1／［…［／：左／右／隣欄に位置したフレーズを右／左／へ各．欄の主題の都合上移動させたもの

　　　＊＊　書かれていない治世者名を推定したことを示す。
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Location Conduct　　1． Conduct　2

E．n．．b，　sur，d合

iMl）

e－ne－SU斑

撫udu鳶壱　Lugal・ezem

唐≠獅№普|ta　（B　3－5＞

E，n．一b．　mu．ba－al 6．ki．き合1．la－ka　ba一亡丘斑

　　　　》≒鰍＝EGIS、　A聾一tur　KUR、

Unsi－ka－t［al

3　E．n，一b．｝　組睦一sig7

ambar隔a（匪2） 】En．一b．l　mu－sigア

i13－H1，鉦3）

En－nanga－r6　1血一6－nfg－ka－

窒＝@e－na一§id（H4－6）

kiriボ9ゑn－gir－ka－ta

iff　3）

E。a．．b．　ma，ba．a1 6．ki．首al－la．ka　k丘m

kiriバgan－gir－ka－ta

i皿8）

　　　｝AN－a－mu　n昼一

汲奄窒宴oke4］　r巨u－ba－a畳

@（1紅　6　－　7；王V　1　）

Eln－ig－gal　nu・banda　6－nig一

@　　　、　　　　ノ№＝|ra　1－tum

AN－a－mu　nu－kiriボ

汲?４磁u－t血斑

En－ig－gal　au－banda　6・6－bar－

рa11－aga－mes－ka　i一〔t血m］

　　　　　》№♀肢黷f至S。AN－ambark貢

黷jURボ6nsi－ka－ta（H

U－7＞

］　　En・ig－gal　　nU－

b≠獅р＝

@　　　］斑u－ba－a1

6－ki一営al－la－ka　l，t丘m

U，　＝　UruKAgina

5
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　（8＞DP　386に記録された収穫場所はgan－GIS．AN－ambar“1　KUR6－6nsi－ka（ll　6－7）

であって，（3＞の鹸n－G王S．AN・tur　KUR亮nsi－kaと岡～，もしくはそれに近接した類似条

件下の耕地である。しかも此の記録ではkiriG－bi　IO（sar＞一amtiの後に，　sum　kiri・一sur－ra

Ur－nu　nu－kiri6－ka－kam（H1－3＞なる注記が続き，2種類のsum－GUiが収穫された

10sarの栽培地が，「（果）樹・野菜栽培者」ウルヌのド区劃された園」であることが明

記される。DP　371のkiri6－bi…の後には補注はないが，　DP　386の例に鑑みて耕地内の

kiri6が問題になっていると判断される。

　（5）DP　381，（6＞DP　384のsu磁類栽培地は共に「ギル耕地の園」（嚢3；ll　8）で

あり，DP　384では収穫責任者がnu－kirifi職のアンアムであることが明記されており（劉

6－IV　1），此のkiriGの栽培責任者はアンアム自身か，その配下のnu－kiri6であると断

定することができる。DP　381はそのような知識を全く与えないが，此の記録において

問題となっているkiriぬiの責任者もまたnu－kiri6職と考えて誤りないであろう。

　（7＞VAT　4667〔DEIMEL　1925（b＞：22〕はLocationを欠く点で（1）DP　399と共通する。

しかし（7）が純然たる収穫記録で，収穫物がgu拍「括り」で数えられているのに対して，

（1）では新たに区劃・定植するために「除外されるsum」sum．pad－duが，すでに区劃・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ定植される時の凝り方であるgur－sag－ga1で計量されている点が注騒される。他方（1＞で

は栽培責任者の名が記されていたのに対し，（7）では補詑は欠けているものの，収穫物搬

入責任者としてAN－a－mu　nu－kiri6の名が明記される（Conduct　I欄参照）。書式は即く

別であるが，kirifiの栽培一収穫責任者の名を明記する点は共通している。

　以上の検討によって，kiri6－biによって導かれる面積表現を有する，　sum類を中心と

する収穫記録の背後に，ki－sum－maとは別の野菜類の栽培場所として，一男耕地の内外

にkiri6が設置され，その主たる栽培・収穫担当者が「（果〉樹栽培者」nu－kiri6であった

事実が検出されたと考える。

2　果樹園としてのkiri・に付属した野菜栽培地

　本稿冒頭にも触れたように，kiri6への言及がなされるのは，主として果掛栽培ないし

材木に関する記録においてであった。しかしこれら木材・果実関係記録において，独立

した園の名が潅灘施設名その他の地理的個有名詞によって開記されることは極めて稀で

あった。

7）DP　399における計攣：法の移行は，除外されたsum（・GUt＞が穎たに区劃するために与えら

　れた時点において，すでに収穫鋳の状態から種を採取した状態へと移行していたことを示すと

　考えられる。
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　ただ，果実の収穫に関して一つだけ，しかも頻繁に名前を挙げられる果樹園があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちレその名を「ズビ河の醗しkiri磁d－zubi－kaと言う。此の園において，なつめ椰子やいち

じくや林檎（？）が，アンアム，エンキサルシなどのnu4dri・1によって栽培・収穫され

ていたことは，Nik　l　145長3－4（L．一II）〔PowELL，1981：138｝，　F6155　皿　2－

3（し一護），VAT　4613　H（L．一V）〔D照MEL，1925（a）：47〕，　DP　105　：［5－Il　l

（ULI），　TSA　42　1　5－6（U1．　II）などの果実収穫記録によって知ることが出来

る。

　此の果樹園kiri6．id－zubi－ka（「よどみなく流れる河の圏」の意）は，支配者妃ないし

バウ女神を嘗長とする組織にあって最も重要な果樹園であったことは，上記五つの果実

収穫・納入記録において，常に最初に記録されていたことから考えて，疑いのない事実

である。此の果実収穫記録によって確認される唯一の独立した地名の附せられた果樹園

であるkiric．fd．zubi．kaに，収穫されたばかりのsum．／GU．i／Dilmun／9ag・，／カ∫運ばれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　て「（置いて）あります」（mu－gal）と明記された記録DP　405がある。

　DP　405の記述に徴すれば，此の独立したki癌において種が採られ，平しい栽培が始

められたことは確実である。しかも此の言己録において，ki－sum－maでのsum類の収穫

作業の黄任者は管理者エニッガルであり，彼が収穫物をkiri6－fd－zubi－kaに引渡すに際

してその収量を数えた相手は，此の園の果実言潮解にしばしば登場する鷺u．kiri6職のアン

アムであった（Co1．贋　1－6）。

　木下伐採および果実収穫・斗出記録には現われないが，野菜栽培関係記録中に独立し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のた園として取扱われる名として，kiris－dUiレga－ni－mu－gi－naがある。此の園における亜

麻の収穫記録DP　374〔山本　1984：83（4＞〕は，‘x　sar（一sur－ra）；人名’を8項も含む特

異な亜麻収穫記録であって，此の圏における亜麻guの栽培・収穫の特殊な姿を立証す

るものである。DP　374においてもkiri6－bi関係記録同様，畝absinの数は書かれない。

　kir遍d－zubi．kaのように耕地から独立した園は，おそらく改修された潅概用の河川な

いし人工水路に沿った，特に潅概・排水の便のよい場所に設けられたと考えられるが，

8＞此の果樹園名を構成要索とする耕地名gan・U－SAR－id－zubi・kaがある。1）P　573　14によれ

　ば，それは面積6ikuの小耕地であった。

9）Cf．　DP　405　盟1－IV　2。此のテキストについては本稿第4節で再度触れる際に全文の翻字

　が与えられる。

10）」．Bauerはdug4－ga－n合一mu－gi－naを「彼の欝葉は確かである」という意味を持つフレーズと解

　釈し，地名ではなく人名であると解釈している〔BAvylR　1970：65，271f．，546〕。　Cf、　Fd　l40

　12e
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個有名調の附せられた園の中で野菜畠がどの様に設置されたかに就いては，記録は何も

語らない。

　けれども，地名の付せられない果樹園としてのkiriffに，野菜畠が附設される異体的

な姿に関しては，DP　610がヒントを与えてくれる。

DP　610二　UruKAgina？一？　（≧2）［D　F．　LA　FulJE　19151130f．；DEIMEL，1924（a）：29f．］

Ii20（GAR．DU）　Gs－s註，21／2（69＞　3gi　sag－sゑ，3｛g〕農n－bi　l　iku　30　sar

4kiris－gub－ba　im－ma－kam

520（GAR。DU）　Gs－s含，　66gi　ku9－3sag－s会，　li　igan－bi　1／2　iku　15sar

2ki－gal，　gi話nu－gub－ba－a斑6

3kiri6　AN－a－mu

’t

Q0（GAR．DU）　4gi　ds－sa，　sl／2（蕊）7gi　kug－3sag－sa，6gan－bi　2　iku　la　71／2　sar〔ll

　　　　　　　　　　　ノ】ki－ga1－am6　　2kiri6　E－tu

3En4g－ga1　’4　nu－ban〔da〕　5mu一〔gid）．　2〔十？〕

9’11gi　sag　AN－a－mu

2　1gi　KUM．　KU－gさ

3　1gi　　En－kisal－si

’t

@lgi　k誌．1　　Ur，ki

51．dabs－ba－am6

fi　lgi．　kd9－2　　AN－a－mu

Vllgi　KUM．Kぴ首さ　zag－kiri6－1－kam

　　　　　　　　　　　　　　ノ2　　1　gi．　k｛踏一2　　首u－be　l　　　E－tu

3　1gi　　Lugal一を一ni一§さ

’t

I－dabs－ba－am6

　　　　　　　　　ヒロ　kiri6の検地記録という珍しい性格を持った此のDP　610の3コラムから成る表面は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にヒ　三筆のkiri6の検地記録である。第1筆は縦20ガルドウ　，横5ガルドゥ3ギの長方形，

　　　　　　　　　　　ほ　その面積は1　iku　30　sar　（11－3）で，それは「去年の（木）が立っている園（14）」

ll）穀物耕地の検地記録については，中原　1963，山本　1974，1977，およびDAIMEL　1924（b＞

　参照。

12）長さの単位11e9　・　IO　GAR、DU，1GAR．DU＝2gi（＝＝5．94m），1gi　・・6kti9，1k蟷讐2

　gu－be　（－50cm），　1　gu－be　x　15　gu－si，　1　gtt－dti－a＝：1／3　ktig＝10gu－si　（．．17cm）　Cf．　De　la

　Fuije　1915：20．

13＞簾積単位：1sar　・lGAR．DU2（tlg　35．　3m2），　l　iku讐100　sar・：1さ92（趣35．3a），1bar　・　18

　iku（÷　6．35　ha），　C£　DE　LA　FuuE　1915：20；Dimel　1924：36，
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である。第2筆は縦が第1筆と嗣じ20，横は3　1／4ガルドゥ，その面積は65sarであ

る。此の第2筆はki－gal　gig　nu－gub－ba－amG「堅い（力のある？〉土地，木は植えられ

ていない」（ff　2）と注される。以上2筆はアンアムの園儘3）である。

　第3筆の縦は20GAR．DU　4　gi（約130．7m），横の長さは5GAR．DU　7　gi　ka9－3・・

8．75GAR．DU，記載瀟積は2ikuマイナス7　1／2　sar＝liku　921／2　sar（約67．9

アール），第2筆岡岬ki－galである欄1）。第3筆はfE－tuの園」（皿2＞である。

　これら3筆のkiri・は，「去年の木が立っている園」，「ki－gal，木が植えられていない」

という注詑によって，果樹園であることは明かである。表面末尾には検地行為も書き込

まれ（田3－5＞，治世年も付記されている。果樹圏の検地記録としては，いちおう表

彌3欄の記述を以って完了している。

　したがって，裏面の2欄にわたる8項の，小面積ずつの分担（dabs－ba－am6：IV　5，　V

4）に就いての追加記事は，菜園の分担を記録したものと判断するのが自然であろう。

実際，裏面第1項（rv　1）：1gi　sag　AN－a－mu「幅王ギ：アンアム」以下，残りの7項

とも分担断片の幅だけが記録されているが，その数字は8項中5項が1gi（約2．97m），

他も191k亡§一1／2／，1gi　k膳29u－be　1と，すべて1．5gi以下と，葬常に眼られたもの

となっている。合計も8　3／4giに過ぎない。長さは記されていないが，下面のkiri6本

体の基本的な長さ20　GAR．DUに等しいと仮定すると，裏面記載の合計面積は87．5sar，

表面の第2筆よりは少し大きいが，1・3筆の面積の半分以下の大きさとなる。長さ20

GAR．DU，幅1giの面積はIO　sarであるから，各地片は幾畝かの野菜栽培が行われる面

　　　　ロさ積となる。

　裏面8項中に姿を見せる握当者は6名である。最初の握当者4人（アンアム，クムク

シェ，エンキサルシ，ウルキ）の後と，最後の2人（エトゥ，ルガルエニシェ）と担当

に関する項屠の後とに現われる1dabs－ba－am6「1つ引受けたものである」（IV　5，　V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆく4）の中の一dabsは，野菜関係記録中初出のVAT　4476において，実際の栽培損当者ニ

ムギルエシュドゥが「担当した」i－dab5と書かれた文中の一dab・・と闘じ用語法である。

　中間の2項（IV　6－V1）に現われる2箇の人名は最初の1　一dabs－ba－am6で括られた

4人名中の初めの2人と同一であり，2箇目の人名K：UM．KU－geの後に附せられたzag

kiri・，一1－kam「1っ闘のkiric，の傍（の）である」（V1）という注記が示すように，裏

14）IO　sarという面積（・・353m2）は，大規模mu－su靖己田中の；14／24（gur－sag－g翻　sum－GU謡一

　gar－sar，猿bsin－b浜，5g四一bi　10　sar〈DP　4e8　懸3－5＞のごとき詫載を直ちに懇起させる。

15）出本　1984：90，史料（14＞参照。ただしVAT　4476はabsin（畝）数をかぞえ，耕地名を挙げて

　いる故に，事実上のki－sum－maに就いての記録の初雪であることを知らねばならない。
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面の8箇の小地回もまたすべてkiri6であり，6人中2人だけが2区劃を担当したので

ある『

　6人の肩書きは示されないが，1人を除いてnu－kiri6職であることが確認される者ば

かりであって，残る1人のKUMKU挽も岡じnu－kirieである蓋然性は極めて高い。担

当者がすべてnu－kiri6であったと考えられる点に，果樹園に附属する菜園の特殊性がう

かがわれる。

　DP　6！0の表面に測地結果と分担責任者が記録された果樹園3筆は計約4ikuに達す

る規模を有するが，地理的燗有名調は無い。従って此の果樹園が独立したkiric；であっ

たとは断定できないが，独立した果樹栽培中心のkiri・の態様も此の言己録と類似したも

のであったと想定される。

　実際，独立した園と思われるkiri6－dUii－ga〔一ni－m〕　u－gi－naと特殊な地区GISAN－tur，

およびウギグ耕地gan－it－gigという，夫々性質の異なる場所で収穫された亜麻の量をな

らべて託録し，それを合計した数字を明記したテキストDP　620（UruKAgina＊＊，　lugal

II［　）が存在する。収穫されてしまえば，　kiri6の亜麻もganの亜麻も岡じ取扱いを受け

たのである。

　以上の考察によって，独立した名前が与えられるにせよ，分担nu－kiri6職の名だけし

か挙げられない場念にせよ，果樹園としてのkiri6に，菜園としてのkiri6が附設される

場合があることが明らかにされた。ここに我々は，先学がその存在や態様に対してほと

んど注意を払わなかった果樹閣としてのkiri6に関して，それが蒋に潅漸水路の近傍な

どの恵まれた場所に設置され，それに小面積の菜圏が附設される場合があることを確認

し得たわけである。此の独立したkiri6の場金にも，手数が数えられなかったことを改

ためて確認しておきたい。

　3　穀物耕地gゑR…内のkiri6の三つの特色一ki－sun1－maと対比して一

　独立した．kiri6が，　kiri6－id－zubi－kaの様に水の特に豊富に得られる場所に設けられる

場合があったことは，kiri6にとって，普通のgan以上に水の供給が決定的に重要で

あったことを物語る。もちろん耕地に対しても，人工潅概水路がしばしば建設・補修さ

れたことは多くのe－d良一a記録の証明する通りである。それは蒔にはかなりの規模に達

　　　　　　　　ユハすることがあった。しかし穀物耕地への人工潅概水路ばかりでなく，それに加えて，

16＞DEIMEL　1924：30におけるDP　610の翻掌の中で，2度顯の1－dab5－ba－am6をE－tu以下の2

　人だけでなく，2度熱のAN－a－muおよびKUM．KU一艶を含む4人にかかわる注記と解したの

　は誤りである。
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耕地内に設けられたkiriffに対しても，小規模ながらkiri・専用の水路（e，　pa・，　DIS－

S司が設けられたことが実証される。これに反してg帳内のki－sum－maに対しては，

そのような特別な潅漸用水路が鯛削された例は皆無である。此の事こそ，同じ様に耕地

内に，玉葱・にんにく類を中心とする野菜栽培地として特別に設けられたki－sum．maと

ki廊との第1の顕著な相違点，耕地内ki廊の第1重要な特色であろう。

DP　655　Lugalanda”一VI［DEIMEL　l924（b＞；10；c£BAuF．R　1970：51］

12698gi　k漉一4首u－d亡．a　2　e・ddi－a－kiriG　　2gala－maL！L

・3

Q6§　k“9一　4　　Ur－tar

42　6首5gi　k鰭一49u－dd－a　2　　11t邑一rni

25　gi　きu－ddi．a　2　　pas－sir

3269　kdig－4　‘Ur－igi

s1／2蕊2gi　k聴一3　【珪iLugal－6－da　　2gdda

31692gi　k傭一2　Ur－tar　’｛kiris　2．kam－ma

”’

@igu－nigin　100　（GAR．DU）1／2　69　5　gi　e－kiri6－dti－a－kam，2gan一「fAb－U－ki－uzug．ka－

kam，　v孟En－ig－gal　2nu－banda　3mu－dU．6．

　此の記録DP　655は，9u－ntgin（＝合計）以下の総括部（IV　1－V3）が示すように，

長さが合計100GAR，DU　1／2　e9（約638．6m）に達する，園のための人工雪澱水路e－kiri・

（N1：…e．kiri6－dti－a－kam＞の工事記録である。各項7項はそれぞれ，　kiriaのために設

置される潅概水路‘e’の長さと，その水路工事の責任者ないし担当組織の名を記載する。

これらの人名，職名，ないし組織がkiri・自体の保有者もしくは栽培責任者である蓋然

性はかなり高いと筆者は考える。

　各項の水路工事の長さは一見それほど大きくはないが，実際は例えば6－mi「妃の家」，

「妃の世帯」への割当て工事2蕊5gi　kti§．　4誉u－d血一a　2は約135メートルに達し，また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほおヌそれが代表ないし監督する組織の実態のやや不明なgada職のLugal－6－da　への割当分

1／2652　gi　ktig一　3でさえ約37メートルあるのである。

　他方，TSA　25（U1』Dによれば，全6グループ，53人の集団労働によってウルヌ

トゥク耕地の「新しい園」のために設けられた水路の為に行われた工事は，その記録に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨリ全7欄を消費しながら，その長さは全部で1／2蕊1gi　ktig－3に過ぎない。総計638．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノメートルに達する，DP　655において記録されたgan一”Ab－U－ki－Gzug－kaのf築かれた

17）gan－dri－rtt－aへ達する大規模潅澱水路の測量記録を含む，水路工事計画記録DP　641

　（Lugalanda”一9）は計765　GAR．DU　2　gi　k血g－3＝455L5mの工事計画を記録している（IX　1

　－2）o
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kiritiの水路」工事は，6－mf組織のほか，これと密接に関連しながら微妙にずれる幾つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コのかの組織や集団による大規模集獺労働によって行われたのである。

　DP　655と岡じような園の水路工事は，治世者名も治世年も不明なFδ100にも記録さ

　　　　コいれている　が，両記録において記述された，ganへの潅灘水路と岡じ憲とは違った，お

そらく一層小規模な，耕地内のkiri6の水路に言及した記録がある。

　下に第慧表として掲げるDP　387がそれで，総括部（IV　1－V3＞には，　F沼地

ambarkiの傍にある，エンシの持分地KUR・“小ギシュアン耕地”の園に区劃される

sum（の面積）を数えた」とある。

　DP　387においては，区劃面積とsum－GUなど作物種類名から成る各項の，2　一一3項

ごとに，「その小水路（pa5－bi＞は1つである」（13，贋2），「そのDIS－s負は／1つ

第 1王 表

DP　387（UruKAglna，　lugai　I｝

面　　横 作　物　名 瀬　　積 作　物　名 小　水　路　等 握　　楽　　者

A
に｝ II・6・a・i…・GU、 214・a・ 堰E…i・・ 3P・5・b｝1－am6 II　4日間5・・一kl・i6

@　　　－ka－kam各
項
部

｛2】
429・a・i…一GU・ 52・a・i…・蓉・g5 6D王き一sき一bi　l－am6

〔3｝
m7、。，i、。m．GU、 26・a・i・・紬g・ 3D【忌．s邑。bl　2．kam．m。

621・a・！…一G・4一・・6… 7・・a・堰メc弾・g5曲6－9・ m2@　　pa5・bl　La田6 3醜i・一m・d4§・ζ

@　　Ur．nu・ka・ka【n
B
m19sari・…G・・一・・6－9・

総
計
部

IV　1・・m・ki・16・su・一d・m　296・・GIき．　AN一…　3KUR6・6・・i・k・’k・4・ag・・mb・・ki－k・g614a一・5E・一ig－9・1

u　1Ωu．banda　　　2…d，m丘．a，ba　　　3e．me．§id．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4U，u－KA－gi－n。5ユ・g・16L・g・蓉kl．1．

18＞Cf．　VAT　4732　W　l（第厭衰（4＞‘kiric，’欄参照〉．計3iku　14　sarの亜麻類などの栽培地がそ

　こではkiri6　Luga1，奄一da－ka－kamと注記されている。

19）TAS　25では，　kin〈一e＞一d負一a　kiri6・gibil　gan－UL－nu－tuk－ka（W1－2）の作業は，　e－da－a　gan一

　…の場合と違ってnu－kiri6，　DU－a－tar，　igi－nu－du8のグループ6箇日組織的労働によって行われ

　た。

20）　ちなみに注17）で触れたDP　641において記録された合計765　GAR．DV　2　gi　ka9一　3の工事計

　画のうち，支配者妃の組織の人々の握当分は190　GAR．DU・・1128．6mである。

21＞F6100とDP　655の誕載内容は，各項の担当者の名前と｝1贋序が金く岡一でありながら，担当

　分の長さはDP　655よりもFd　100の方が少しずつ小さいという差異がある（Cf、　Batter　1970：

　51）e
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である／2番霞である／」（16，ff　3＞との附記があり，耕地内の菜園としてのkiri・

の小区劃に対して設けられた小水路が明記されている。

　しかも各項前段部A（第ll　x参照）は，面積・作物名・附属小水路から成る（1×2×3）3

項の認事の後に，「果樹栽培者ウルヌのである」（H4－5），後段部B（ll　6一研3）

も，3つの彌積・作物名・附属水路記事の後に，「ウルヌの弟ニギンムドのである」（IB

3）という注記を有している。ニギンムドはnu－kiri6としての明確な記事を他に有して

いる故に，pa・，　DIS－stiなどの「園」用の小水路が，区劃される園（］V　1：sum・kiriG－

sur－darn）ともども，　nu－kiri6職の所管であったことが此の配録によって明かとなる。

　pasが耕地中の菜園に対してだけでなく，果樹園の中にも設けられたことを示す記録

が別にある（DP　419）。此の記録では1果樹園中にpasが9箇数えられている。　pa5は

2種類のkiri6に対して設置されていたのである。　DP　419においても，　pa5を附属施設

として含むkiri6－dBa－Uの責任者として，　nu－kiri6職であることの明かなE－tuとその息

子の名が挙げられる。

　以上の論証によって耕地内の菜園としてのkiri6も，独立した果樹園としてのkiri6も，

独自の潅概嗣水路を有する場念があったことが確認された。このことは，耕地内のki畑

も独立した果樹園としてのkiri・下様，その設概のために特別な水路工事を必要とする

場合があったことを示している。実際TSA　25穫2－3によれば，「ウルヌトゥク耕地

の新しいkiri6」のために新しい水路工事が行われたのである。

　耕地内のkiri6の，　ki－sum－maに対する第2の，そして文書記載形式における特色は，

ki－sum－maの区劃・定植記録においては，畝数（absin－bi）およびgan－biによって導か

れる面積関係寵載が行われたのに対して，absin数が絶対に数えられることがないこと

である。此のabsinが数えられないという特徴は，既に検討した，　kiri・一biによって面積

数が導かれる7記録や，独立した園の一つと考えられるkiri6－Du！］一ga－ni・mu－gi－naの収

穫記録DP　374において確認された。さらに，次に掲げる第IB表に要綱を記載した，耕

地内の，もしくはLocation指示の無いkiri6関係の15記録のうち，面積記載を有する3

記録においてもabsin数は数えられないのである。

　此の3記録のうち2つは，（4）vAT　4732と（10）　DP　387で，ともに耕地内のkiri6におい

て栽培中のsum類その他の面積を数えた（／mu／e－me／一gid）記録であり，ともに附

属施設（（4＞では邑一RIN－na，（1①ではpas，　DIS－sti）も数えられている。

　残る1つは（8）TSA　41で，3つの耕地の中の，4入のnu－kirifi所管のkirif3－sur－raにお

いて収穫されたsum類およびsi・一1umの収穫・搬入詑録である。



第
II
I

表

No
．

So
ur
ce

Va
ri
et
y　
of
　
it
em
s

kl
ri
6

Lo
ca
ti
on
＆
Co
nd
uc
t

（
1）
DP
　
65
5　
　
　
　
（
至
♂
＊
＊
9V
I）

・
　
・
る
§
　
・
gi
：
7　
…
te
ms

e－
d〔
｝
一
a　
k…
r量
6　
ga
la
－
ma
b／
Ur
－
ta
r

9
盗
n
－
d
A
b
－
6
－
k
ト
〔
三
z
u
g
－
k
a
・
k
a
m

／
　
一
・
；
e－
ki
r玉
6－
da
・
a－
ka
m

En
－
ig
－
ga
l　
nu
．
ba
nd
a　
mu
－
dO

（
2）
Fo
　
IO
O　
　
　
　
（
L＊
＊
一
～
｝

一
一
U蓉
・
9｛
：
7i
te
Ib
s

ki
r1
6　
ga
ia
－
ma
b／
Ur
・
ta
r／
壱
一
mi
／

一
；
e－
tu
r－
ma
b・
ba

（
3
｝
1）
P　
40
4　
　
　
（
L＊
＊
一
VI
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

鼈
黷
um
・
sl
k1
1：
／
Se
§
一
16
－
d自
9／
Em
e・
�
　
　
　
’
k

撃
窒
奄
U　
E－
tu
・
ka
　
mu
－
9盃
1（
II
　
2－
3｝
。
�

量
一
su
m・
m
a
　
g
ま
蔦
一
む
一
9
量
9
・
k
a
－
t
a

6m
・
sa
／
Da
m・
AN
－
mu
（
IL
3）
�

um
－
nu
mu
n－
a狙
6（
II
　
4｝
�

n－
19
－
ga
l　
nu
－
ba
nd
a　
mu
・
ba
－
al

su
m－
sl
kl
l　
gu
r－
sa
g・
ga
l　
（
II
　
5）
�
I9
一
甑
m－
ma
－
ka
m，
　
Ur
－
6－
m自
話
�

Σ
夏
1
5－
W3
）

am
－
ga
r　
ba
－
t6
m（
II
I　
1－
4｝
�

4）
�
AT
　
47
32
（
U＊
．
e．
P・
1｝
�

一
S
≠
秩
^g
U・
S呈
9／
　
SU
m“
ga
Z／
gU
／
�
ir
i6
　
Lu
ga
l毛
da
－
ka
m　
σ
V王
〉
�

6
n
－
d
・
g
（
！
）
炉
a
　
g
a
・
一
d
B
・
・
后

D
el
me
1
19
2
5（
b）
：
15
〕
�

ni
m／
毛
s／
；
6・
Rm
－
na
／
王
／
2一
�

ka
　
E
n－
ig
－
ga
l　
nu
・
ba
nd
a

am
－
ma
／
一
am
6�

u．
蓉
id

5｝
�
P　
38
81
11
1
　
－
IV
　
4�

，
1／
4．
2／
24
tu
－
su
m－
si
kl
l�

　
　
　
’
k

奄
秩
p6
　
藝
ン
tu
・
ka
　
ba
・
t6
rn
（
Hi
　
2齢
3｝
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
1

o玉
一
su
m・
m
a
　
g
6
n
－
d
O
n
一
｛
三
1
｝
・
装
a
・
t
a
　
S
a
g
5

u．
1」
）
�

ur
－
sa
g－
ga
l（
1鍍
　
1）
�

§
・
g5
　
d
．
　
U
　
1
，
L
・
k
l
－
k
・
・
k
・
4

u．
ba
．
a
l
．

6）
�
P　
39
0　
玉
　
4　
幽
　
II
正
　
5�

4／
3／
　
tu
－
su
m・
s玉
k…
圭
・
／
ga
韮
一
�

　
　
　
　
’
k

O「
i6
　
E’
tu
’
ka
　
mu
－
g6
妻
（
II
　
2－
3）
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
VR

堰
|s
um
－
ma
　
g6
n・
gf
r・
ka
－
ta
　
Sa
g5

u．
1．
H）
�

al
／
tu
r－
tu
r／
（
gu
r－
sa
g－
ga
り
�

話
・
g5
　
d
．
　
U
．
　
L
　
L
．
k
i
・
k
a
－
k
・
4

14
一
琵
1）
�

曲
a－
ai
（
II
　
41
1王
4）

7）
�
SS
　
3，
69
（
U．
1．
＊
＊
一
II
D�

2．
1／
4．
／
　
2／
4．
／
　
tu
－
su
m一
�

N・
a・
mu
　
nu
・
ki
r1
6－
ke
4　
kl
r1
6�

ln
一
呈
9
－
g
a
l
　
［
n
u
・
b
δ
n
d
a
　
［
a
b
s
i
n
～

ik
il
一
／
ga
l－
ga
l／
tu
r－
tロ
r／
�

£
一
ω
・
ta
　
mu
－
t6
mσ
n－
4）
�

bi
39
甑
一
gf
r燕
a　
mu
－
su
r

8｝
�
SA
　
41
　
（
L．
＊
＊
・
V王
1）
�

um
・
GU
4，
　
su
m聴
ag
5，
　
s1
4・
lu
m�

ir
i6
響
su
r・
ra
・
bi
　
‘
曹
（
5　
ti
ra
es
）
，
／
Ur
・
�
醤
・
a－
mu
　
nu
・
Ri
ri
6－
ke
4　
mu
－
ba

Tな
9－
nu
n／
詮
一
tu
／
6u
bu
r　
du
mu
息
�
al
，
　
E
I
1
－
i
g
－
g
a
l
　
n
u
－
b
註
n
d
a
も
一

u／
Ur
，
dL
ゑ
ma
／
96
n一
・
ta
宝
一
t白
m（
3�

I
9
－
g
a
－
r
a
　
ミ
・
t
6
m
（
V
4
V
I
　
5
）

lm
es
）
，
　
su
m－
ki
ri
6・
su
r－
ra
－
ka
m（
V3
）
�

鼻



（
9｝

［
　
3
sa
　
gU

gu
・
益
一
ga
レ
騒
am

DP
　
3
7
31
6
－
II
I　
6

@　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U．
e．
1）

60
　
　
　
sa
　
gu

gu
　
kl
・
i6
－
s・
r－
ra
　
Ur
－
nu
　
n・
一
ki
・
16

|k
a－
ka
m（
王
王
1｝

£
・
一
1
9
・
9
・
1
・
・
一
b
a
・
d
a
　
a
m
b
・
・
滋

@　
　
　
　
　
　
・

黷
狽
°
宸
普
E
s
1
9
7
・

｛
王
0）
DP
　
38
7　
　
（
U．
1．
1）

一
一
唐
≠
秩
@／
su
肝
GU
4（
一
s首
6’
ga
）
／

@s
u
r
n響
蓉
a
g5
／
si
4
曹
l
um
　
　
　
　
　
　
　
　
Vp
a5
b玉
，
　
OI
S－
su
〈
一
b1
）

U・
・
nu
　
n・
一
kl
r三
6・
ka
－
ka
m；
・
一

mi
gl
n－
mu
d蓉
eヨ
Ur
－
HU
選
a－
ka
m

iH
3・
5）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

唐
浮
香
|
R
i
r
i
6
－
s
u
r
－
d
a
m
　
g
巨
n
－
G
I
S
・

`N
－
tu
r　
KU
R6
一
ξ
ns
i－
ka
一
麹
a　
za
g

D
a
m
b
a
r
k
三
・
k
a
　
g
6
1
・
l
a
・
a
£
n
－
i
g
・

№
≠
戟
@n
u
－
b
a
n
d
a
　
e
－
m
e
一
§
i
d

（
11
1
DP
　
40
7　
　
　
　
（
2・
～
1

12
9
g
u－
16
　
su
m－
GU
4－
sa
r

su
m－
ki
r三
6・
su
r－
ra
　
Ur
－
nu
　
nu
－

汲
奄
窒
奄
Uk
a・
k段
m（
王
2－
4）

£
。
・
三
9
－
9
・
1
…
b
a
・
d
a
　
a
m
b
・
・
k
i
－

狽
＝
@
m
u
・
b
a
－
a
l
（
王
5
・
H
　
3
＞

24
0g
u・
1巨
su
m－
GU
4－
sa
r（
II
　
4＞

ki
・
i6
96
n－
gf
・
・
k・
・
t・
（
II
　
5＞

£
n・
ig
－
ga
hu
－
ba
nd
a　
mu
－
ba
－
al

（
12
）
DP
　
39
61
14
－
V　
4

@　
　
　
　
　
　
（
u．
L＊
＊
一
II
）

／
14
4／
40
／
9越
・
16
su
m－
GU
4・
sa
r
su
m　
ki
r三
6／
一
su
r－
ra
　
Um
u　
nu
・

汲
堰
E1
6－
k・
・
ka
m／
一
6－
9・
Lk
a・
装
a蒲
／

8n
－
19
－
ga
l　
nu
－
ba
nd
a　
6－
m
i
－
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

@
e
－
p
a
d
，
9
巨
n
－
g
i
b
重
1
－
t
u
r
・
r
a
　
m
u
－
s
u
r

．
幽
唐
浮
高
ﾌi
｝
mu
n一
一

ga
n－
gf
r－
ka
－
ka
m，
6・
ki
一
蓉
益
｝
・
｝
a・

@t
a層
途
一
t｛
三
m　
（
正
王
王
　
1　
F　
3／
　
5／
，
　
IV
4曹
6》

（
13
）
DP
　
37
2　
　
　
　
（
し
「
，
1．
　
II
）

37
1　
sa
　
gu
謄
su
b5
’
ha

gu
－
6－
ga
l－
ka
m（
王
2｝

27
2s
a　
gu

ki
・
三
6・
su
r－
ra
・
ka
mσ
3）

　
　
V　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

f王
S・
A
N・
tu
r　
Sa
g5
一
回
目
gs
　
da
m　
Ur
u－

jA
－
gi
一
・
・
1
・
g
・
I
　
L
・
g
・
§
k
l
一
設
・
・
k
・
4

@
　
　
　
　
，

高
普
fS
lg
7

（
14
）
τ
SA
　
25
　
　
1U
1．
　
II
）

・
　
・
k三
n・
b三
　
一
・
　
色
蓉
　
一
　
9三

i
n
u・
k
ir
16
・
d昏
a・
TA
Rj
gi
・
nu
－
du
8）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

`N
．
a－
mu
，
　
E－
tu
，
　
E－
ta
－
e1
1，

tr
－
kl
，
ε
n－
ki
sa
1・
si
，
浦
mg
lr
・

@a
bz
u　
（
1　
7，
　
王
王
7，
1三
12
，
7，
　
王
V　
4，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

u2
）

kま
員
一
d鳶
・
ak
三
ri
6－
gi
bi
19
6n
－
Uし
nu
－

狽
浮
求
Ek
a
　
a
1
－
d
O
d
a
m
，
£
n
－
1
9
－
g
a
1

@　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

E
・
一
b
a
・
d
・
m
・
一
d
む
・
k
i
・
i
6
・
・
一
r
・
m

р
a・
・
O（
V1
－
VI
　
1）

（
15
）
B
IN
　
8，
3
69

@　
　
　
　
　
　
　
（
U
．
e．
＊
＊
・
王
）

一
g
u
－
1
益
su
m－
GU
4一
・

i6
it
em
s）

6－
ga
Lk
am
（
11
　
・
1王
王
　
1）

11
0g
い
｝
益
su
m－
GU
4

k三
ri
6－
su
r－
ra
・
En
－
ig
－
ga
l　
nu
－

@b
an
da
　
e－
pa
d（
II
I　
2－
4）

ga
n一
自
一
g
i
g
－
g
a
・
忌
6
　
b
a
－
t
血
m

／
5／
5
5／
　
gu
・
16
　
su
m．
GU
4。
．

褻
〕
n
－
ig
－
g
a
l
　
n
u
・
b
自
n
d
ε
夏
S
A
R
・
r
a
　
g
5
・

№
＝
Ed
さ
一
AN
－
a．
mu
・
廼
na
・
su
ml
V1
－
5）

爵 ヰ 》 凱 マ 蕊 》 い 図 i セ 鞍 岳 闘 購 輝 襯 Ψ い δ 競 ¢ 酬 鷺 翻 能 C ぺ θ ω 諺 幻 （ 勾 引 剛 『 冒 ） S 盛 傍 出 O つ 描



16 山　本 茂

　absin－bi，　gan－biによって導入される面積記載を決して持たないことが，　kiri6に関す

るすべての記録を通じての特徴であることが，ここに確認された。

　耕地内もしくは地理的所属不明のk三内に関する記録の第3の特色は，第紐表のkiri6

欄を一見して明かなように，kiri6栽培の責任者が多くの場合明記され，しかもただ1度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　の例外を除いて，すべてnu－kiri・職の人々であることである。此の事実は，　ki－sum－ma

のmu－sur記録においてnu－kiri6職の名が見えないことや，　ki－sum－maの収穫記録中に，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き時にsag－apinや9ub－lugalの長（ugula）の名が現れる　ことに対して，顕著な対照を

なす。此の第3の特色はまた果樹園としてのkiri6においても顕著であって，これまた，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨむkiri6の名を附せられたすべてのlocationの経営に共通の特色であった。

　以上の論究によって，耕地内もしくはlocation指示のない菜園としてのkiri6の，　ki－

suln－maとは異った3つの特徴一（1）kiri・専用の潅概水路（e，　pas，　DIS－sit）の設置，（2＞

absin－bi記載の欠如，（3）その設置・栽培・収穫は通常nu－kiri・職の人々によって行われ

た一は，果樹園としてのkiri6においても，　kiri6－biによって導かれる面積認載を持つ野

菜栽培関係記録においても，基本的に確認される共通の特徴であることが明かになった。

　特に耕地内のkiri6がこれらの特徴を有することは，岡じように耕地内において野菜

栽培のために区劃・設置されたki－sum－maとの非互換性，すくなくとも同一黛もしくは

同じ条件下の数年間における非互換性，すなわち同一耕地内に両者が記録された場合，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱわ覇者は異った態様を示す別の場所を指しているという，重要な結論へと我々を導く。

4　特定の時期・態様および特定の地区における菜園としてのkiri・栽培

　前節で論究したように，kiri6とki－sum－maが同じく野菜類栽培地でありながら別の

10cationを指すこと，視点を変えて見れば，　kiri・が普通のganやgan内のki－sum－ma

とは違った，特別の条件を具えた場所に設置されたことをいっそう端的に示すのが，

kiri6への特定作物の，特に特定の栽培時期への集中という現象と，特定の地域ないし耕

地へのkiri6，　kiri6－bi関係認録の集中，そしてそこにおけるki－sum－ma記録の欠如とい

う事実であろう。

22）例外とは，本文および注18）で問題にした（4）VAT　4732　W　lのLuga互一6－daである。また

　DP　655　倒1－2，　F6100　H　3－4参照。

23＞例えば第濁表（3＞DP　404　1－n（‘Variety　of　items’欄参照〉において，　ki－sum－ma　gan－tt－

　gig－kaの3項の収穫物名の後に，それぞれ，蓉e海丘．dttg（11），　E－me．lam－sti（亙2），　Dam－

　AN－mu（13）の名が現れる。後出本文17ページ参照。

24）例外として先に言及した，DP　374の8項の…sar－sur－raの後の人名が問題になる。
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　先ず，kiri・においてのみおこる，特定作物の特定の栽培態様について検討してみよう。

　第駐表（3）にその要綱を詑歯したDP　404は，総括部（皿5－IV　3）（‘Location…’欄参

照）の記載によれば，ウギク耕地の璽三葱」畠ki．su！n－maの収穫記録であるが，内容部

分の記事（岡表，kiri・欄参照〉は，ウギグ耕地内のki－sum－maにおいて収穫された

sum－sikil（にんにく（？））の現況に関する記録である。此の内容部分が二つの記事に分

かれる。前半期（11一庭4＞はやや複雑な構成を有し，gur一　2　，UL（Il，叢1）で

数えられた3項のsum－sikilの鐙の後にそれぞれSe9－1か面g（11），　E．me．1am－sdi（1

　　　　　　　　　　　ピの2），Dam－AN－mu（13＞という9ub一｝uga1のF長」ugulaの名前が記され，収穫sum－

sikilの合計が27　1／2　gur一　2　一UL（fl　l＞と記された後，「（それらは〉（nu－kiri、i職の）

エトゥのkiri，iにある，種蒸である」（ll　2－4）というまことに注醸すべき，現況・用

途に関する記述がある。ki－sum－ma　gaR－di・gig－ka（皿5）において収穫されたsum－

sikilが，収穫後ただちにnu－kiri・職のエトゥのkiri6に運ばれ，そのまま次期作のため

のザ三蹟」sum－numunとしてkirif）に（麗かれて）ある」と遇うのである。

　DP　404の内容部前段の各項記事（王1－13；（3）‘Variety　of　items欄参照）そのも

のはki－su簾ma　gan一療一gig－kaにおける収穫に鷹接かかわる記事であり，合計（ll　1）に

対する附記が，収穫sum－sikilが種玉として使用されるべく，直ちにnu－kiri6職所管の

ki廊に運ばれてそこにある現況・態様を示すという，複雑な構成を此の記録は有してい

る。

　後段（15一田4）においては，計量単位が前段のgur一　2　．Uしの倍の大きさのgur－

sag－gal（丑5）に変わるが，収穫は一項のみであり，収穫璽も12／24　gur－sag－galに過

ぎず，収穫に関する補記は一切なく，ただちにその現況，すなわちそれがバーター貿易

用の商晶であり（nig一目！n－ma－amli：墨1），商人ウルエムシュが持ち出した（劃2－4）

ことが瀧述される。前段・後段ともに，禽庫への搬入という通常のコースとは異なった

態様・用途を記録していることが注文されるのである。

　DP　404と岡種の記録で，岡じく前後2段より成るが，前段・後段の対照がより明確

な収穫記録DP　390（第皿表（6）参照〉を見れば事情は一層はっきりする。

25）此の非互換性の問題を考えるに際しては，ウルカギナ王治糧H無に属するgan－g重r－kaに関す

　る五つの収穫記録（DP　397＊＊，　DP　390，　FO　6，　VAT　4654，　DP　396＊＊ll　4－W5）と，前

　年の，引喩6ikuに達するki－sum－ma　gan・窪tτ一ka（一kam＞の大型mu－sur記録Nik　I　46との関

　連が興味ある問題を提供する。

26）Dam－AN－muはugula　gub－lugaEとしてばかりでなく，aga－itsのugulaとしてもテキストに現

　われる。
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　DP　390では，（6）においては省略した前段（11－3）は　183　g雛．la　zaもa，ti　26－k穂al．

ka　3ba－tGmという記事である。作物はザハティ83括り，収穫作業に関する附記はないが，

収穫後の処理に就いては「キシャルの倉庫へ運んだ」という明確・単純な記述がある。

禽美名と運搬行為が記録されるだけである。第盟表（6＞に記入した後段の各項部（14－

fl　1）とその注記（fi　2－3：‘kiri・欄参照）がDP　404の前段に相嘉する。収穫物は大

小のtu－suM－sikilで，「エトゥの園にある」（員2－3）という，　DP　404前段附瀧箇所

の前半とまったく同文の注記が付せられている。DP　404に付頒されたsum－numun－am・」

はDP　390の該当箇所には欠けているが，にんにく（？）のtuがエトゥの園に置かれてあ

るその閣的が，DP　404と同様，綱玉としての利用にあったと推定して誤りはないであ

ろう。

　（3）DP　404，（6＞DP　390の両テキストは，　klri6への言及が，　sum－sikilおよびtu－sum一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒア　sikilという特定の作物の収穫に際して，倉庫に搬入される　ことなく即座にkirifiへ，

種玉として植えられる為に運ばれるという特定の態様と結びついた例である。

　同じ様に別の耕地のki－sum－maで収穫された作物のうち，甘玉葱sum一理g・が6－ki－9al－

laへ搬入され，他方，　tu－sum－sikilがエトウの園へ運ばれた例が1例（DP　388財1一

　がひ
3　；第皿表（5＞），反対に，エトゥの園で栽培されていた大小のtu－sum－slkilをnu－kiri・・

職の頭のごとき存在であるアンアムが運び出し，管理者エニッガルが別の耕地gan－gfr－

kaにおいてその三三bsin（？）を区劃した例（F669：第劉表（7））が1例ある。

　何れにせよ上述の3例のごとく，別の耕地のki－sum－maで収穫された／tu一／sum－

sikilがただちに種玉としてkir16へ送られることがあり，しかもその様な例が／tu・／

sum－sikilに集中していることは，　sum－siki1＝にんにく説の一支柱となるばかりでなく，

菜園としてのkiri6が一搬僻地や耕地内ki－sum－maとは異なり，収穫直後の，一般耕地

の栽培・休閑の転換期にあっても，kiri6としての態様において存続したおとを如実に示

している。

　しかし他方で，収穫直後に収穫物がkiri6へ送られた記録中に，／tu／sum－sikil以外

の「玉葱」類の種類が現れる記録が一つ存在する。

　DP　405　　Luga｝anda＊＊IV　〔cf．　DEIMEL　l925（b）：20〕

iilG　gu－ia　sum－GU－su些もa，2　8　gu－la　sum－GU．t－tts－bi

27）sum－GU4，　sum－sikilその他の，　ki－sum－maでの収穫物は6－nig－ga，6－ki－9al－la，6－1〈1．LAM－ka

　（一ka），を専ba♂B童1一鎗a覗es一斗d血一aなどの禽鷹（？〉へ運ばれた。由本　1984：濡（60＞：Bauer

　l970：Nr．16（F6　7）zu　IV　1；Rosengarten　1960；27，　n．（1＞参照。

28）DP　388金文の翻字は，山本　1984：81に掲げてある。



前サルゴン期シュメール都訓週家ラガシュにおける菜園としてのSAR（・・　kirYi＞の態様について　19

：｛IO　gu－1盃sum－Dilmun－su墜塾a，1114gu－16　sum－Dilmun一血s－bi

24　gu－1含sum一首ags

：iki－sum－ma　gan－da－sigアーta「i［　’En－ig－gal　Lnu－banda［smu－ba－al，　iAN－a－mu　5nu－kiri6．ra　e．na．

9id，　A’ikiris　id－zubi－ka－ka　L’mu－gal，6．

　ここでは，「括り」で数えられたグら盤葱，ディルムン‘墨葱｝，甘も玉葱’を「ダシグ耕

地の‘三1三葱’畠（ki－su無．ma）で管理者エニッガルが掘り出しまして（mu－ba－al），それを

果樹栽培人アンアムに（対して）数えた。（それらは〉ズビ川（沿い）の園にあります」

（ll　3一璽V　2＞と記されている。

　注置すべきは，これらの‘玉葱類が収穫に際して常にそれによって数えられるgu4a

「括り」で各項が数えられていることである。ki－sum－maのし畝’　absinへの区劃・定植を

詑述するmu－sur記録において，これらの‘玉葱種類もsum－sikilと同じ様にgur－sag－

g61－silaで計られていた。従って推測をたくましくすれば，　DP　405は掘り1」二1したばか

りの‘玉葱’類を，そのままの形状で，此の独立していて特定場所に半永続的に設けられ

た1〈iri‘に，種子の採取のために植えたことを暗示している様に思われる。それは兎も

角として，DP　405のごとく，gu－laで数えられた“玉葱”類がそのまま次耕作年度の栽

培のために送られる例は，此のようにk｛虚にはあっても，1〈i－sum－maに送られてそこ

に「あります」mu－g組という記事は絶無である。

　DP　404，390，388，405の4タブレットの示すのは，　kiriaにおける，収穫直：後の，…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　般耕地において，二髄】制に基く栽培地（＿）休旧地の転換のための潅概作業やさまざま

の農作業が施される耕作奪の転換期における，次期耕作年のためのsum－sikilを中心と

する栽培，およびsum一／GU・‘／Dilmun／9agfi／の栽培準備という，特定の栽培三期の

特定の態様である。一考すれば明かなように，此のようなkiri・識培独自の態様や，　kiri，S

　　　　　　　　ピリチのみが果たす機能　は，kiri6栽培ないしkirifiそのものの，一一耕作無を越えた連続性に

よってはじめて可能であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　なお，kirifSもしくは以下に問題にする特定の耕地ないし無指定の場所においてしか

栽培関係記録を有しない根菜類としてsi・‘一lumが挙げられることを附欝しておかなけれ

ばならない。

　次に，野菜類栽培に関してkiri6に就いての三二のみが現れ，決してki－summa関係

譲己録が現れない特定の場所がある問題について検討する。問題の場所とはambarhiと

GIS．AN－tur或いはgan－GIS．AN－tur／一ambarki／の2地区である。

　先ず上掲第1表（4）DP　370の記載とそれに関する本文記述を再検討してみよう。（4）
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DP　370では，その栽培面積80（sar）がkiri，泌iによって導かれる678束のエラム灘麻を，

「管理者エニッガルが“沼地”ambark’で引き抜きました」（13－H3）と書かれ，そ

の収穫物を「彼（＝エニッガル）が宝魔管理者（1血一6－nig－ka）エンナンガレの為に数え

た」（岡表（4＞℃onduct　2欄参照）ことが記録される。

　注露すべきことは先にも指摘したように，此の収穫場所が，そこにおいて穀物栽培が

行われていたことが知られる「沼澤地耕地Jgan－ambarにおいてではなく，ambayk］そ

のものであることである。「湿地」ambark’と呼ばれる地区の一部において亜麻が栽培さ

れ，収穫されたのである。

　他方，我々はエンエンタルジ時代からルガルアンダ時代にかけての潅概水路工事記録

において，e－gan－ambarと共に，或いはe－gan－ambarへの言い換え無しに，　e－ambarな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　きる表現が三聖されていたことを知っている。ambarkiにおける菜幽地は，おそらく此の

e－ambar，　e－gan－ambarに沿った場所に設けられたのであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こにま　前稿に翻字を掲げたDP　373（本稿芦川表（9）参照〉及びDP　407（隅（11）参照）　におい

ても，ambarktにおけるkiri6－sur－ra　Ur－nu－kirifi－ka－kamの唖麻やグ‘玉葱’の収穫が記録

されている。しかも一方ではambarkiにおいてもgan－ambarにおいても，　ki－sum－maへ

の言及は一切欠けている。

　同様の事がG王S．AN－tur，　gan－GIS．AN－tur，　gan－GIS．AN－ambarkaについても確認される。

gan－GIS．AN－turは1痔にg含n－GIS．AN－tur　KURe－ensi－ka－ka　zag－ambark’一ka　gal－1a－a（第田

表（IO＞DP　387，‘Location…欄参照）とも書かれ，それがambark］の傍にあったことが知

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニヌ　おられる。もちろん此の地においても潅概水路工事は行われた。此の地の野菜栽培関係

　　　　ヨれ記録6個のうち5個にkiri6－bi，　kirifi－sur－ra，　sum－kirif－sur－dam（DP　387）の表現があ

らわれ，6個ともにki－sum－maの文字は現われない。悶題は第2章末に触れたDP　620

であって，此の3つのlacationに干する抱括的な亜麻収穫記録では，第1がkirifi－Dun一

29）此の様なkiric，の機能は，四韻的なIX劇・定植（mu．sur＞記録r：ドに，殖えられるべき作物名と

　その：雛の詑載はあっても，それがどこから持ち出されたかが記載されたことが絶無である理由

　の，少くとも一端を示唆している。他方，収穫記録においては，搬入食鶏名が記載される場合

　がかなりあった。

30）location指示のないsi噸一1u熱栽培関係記録2箇のうちFO　114〔BAuER　l970：No．94〕におい

　てはAN－a一！nu　nu－kiric，が植えられるべきsidu紐の受取人として，　vAT　4667〔DEIMEL　l925

　（b）：22｝では岡じAN－a－mu　nu－kiri｛iが収穫責任者として現われる。「束」で数えられるsi｛一lu騰

　がどの様な野菜・植物種類を表わすかについては定説はない。Cf．Bauer　l970：Nr．94（＝F6

　114）　zu　l　l；Rosengarten　1960：321，　n．　2．
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ga一〔ni．獄｝u，gi．na（13），第2がGIS（1）．AN－tur（E4），第3がgゑn蟻一gig（蟹1＞

と言う，それぞれ類を異にする場所で収穫された璽麻が同列に取扱われている。

GIS．AN－turに関しては無指定として取扱うしか方法が無い。

　何れにせよ，ambark’や／gan一／G王S．AN一／tur／ambarkt／など，湿地であって水路工

事をしばしば行うことによって耕地の造成・拡大中の地区の水路沿いに，kiri6と呼ばれ

る野菜栽培地があったのである。これらの地区や耕地でki．sum－maが見出されないのは，

水路・耕地ともに整備中で，耕地内に野菜栽培地としてのki－sum－maを安定的に「区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨい劃」することができなかったからであろう。

　以上のごとき本節の論証によってkiri・，独自の機能と特定地区・耕地におけるkiri6の

みの存在の意味するものが明かにされたと考える。しかしkiriaの10cationの条件に関

してはなお多少三昧すべき点が残る。それは少数の耕地においてki－sum－maとkiri6の

双方が併存する場合が少数ながらあるが，此の場合に両者を分けた条件は何かと言う闘

題である。

　ただし此の併存を悶題にする時，充分に留意すべきは，gan－dAb－Uが6，g6n－gibil－

turが7，gan．面n一亀がi4，　g義n－gir－kaが16，　gan－G－gigが14個の野菜栽培関係記事を有

するのに，合計57の記事のうちkiri6栽培記録はg飴一dAb－Uに1，gan－gtr－kaに3，計

4にすぎないと欝う事実である。確立された耕地内の野菜栽培は主としてki－sum．maに

おいて行われたのであった。

　しかしながらここに注目すべき事実がki－sum・maに就いて存在する。それは，　kiホ

栽培記録が皆無のgan－ti－gig内のki－sum－maに関する，ルガルアンダ治世V年からW年

にかけての3記録（Nik　I　49，　DP　408，　DP　383）は，　ki．sum－ma　g6n－G．gig／一ga（一

ka）／nag－K：U・．　一tlLugal－uru／一bar－ka（一ka）／gal－la／「ルガルウル（バル）神の貯水

ダム（nag－KUf，）が在る，ウギグ耕地の‘玉葱’畠」と呼ばれる特定の場所のki－sum．ma

の一作付に関する区劃一収穫を記録していると言う事実である。ki－Sttm，maもまた，時

にnag－KUf，のごとき重要な潅概施設の周辺に設けられることがあったのである。

　此の3記録の14個のgan－d－gig関係記録中の初出性や，上記5耕地におけるkiyi6の弧

立性を考量して，筆者は，同一耕地内においても，両者を分ける条件として，通常は，

31）　Cf．　DP　616　11　（cf．　V　l：e－gan－ambar）　（E．’一IV），　DP　623　M　9，　V　4　（L．一M），　DP

　645　ll　7　〈：e－ambar－ra）　（L．”’M），　DP　627　I　l　（cf．　IV　l：’一’e－gan－ambar－ka）　（L．一

　V＞．ウルカギナ時代にはe－ambarなる表現は現われないが，　gan－ambarなる表現は存続する。

32）山本　1984：95f．，史料（8）およびibid，：83，史料く5）参照。

33）　Cf．　VAT　4719　CDEIMEL　1923－24：289）．
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ki－sum－maが穀物耕地部分と岡じ水利条件の下にあって特別な水路設麗などの作業を必

要としないが十分野菜栽培に適した場所であるのに対して，kiri・1は農耕無の移行期にも

存続し易い，2罵制の実施に影響を与えない場所にあり，しかもそれ自身のための小規

模の潅概・排水工事を行い得る場所にあるという，地理的条件を想定する。kirifiがnu－

kiri6職の管轄下にあるのに対して，　ki－sum－maは一般耕地と岡じく管理者エニッガルの

統括のもと9ub－luga1やsag－apinたちの労働に依存していたことも，上に想定した地理

的・技術的条件の違いと符合する。

　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに

　以上の考察・論証によってこれまで曖昧なままにされてきた，前サルゴン期ギルスX

ラガシュ都市国家時代の野菜栽培におけるki廊の意義が，はじめて或る程度具体的に

明らかにされたと考える。その要点は以下の3点に要約されるであろう。

　（1＞野菜栽培地，声門としてのki痴は時に独立果樹園としてのkirifiに付属し，時に

耕地の中の特定条件の場所や，湿地地区の潅澱水路沿いに設置されたことが立証される。

kiriδには專用の潅灘用水路が設麗された。

　（2）前サルゴン期ギルス＝＝ラガシュにおける野菜栽培は，一見ki－sum－maにおける方

が主であった様に晃えるが，kiric，における野菜栽培は，二年生作物や，収穫期から次鮮

度耕作への耕作年度転換期における種玉の育成や新年度用の種の採取などのために，お

そらく耕地と共に一年ごとに移転されたki－sum－maの消滅もしくは縮小の時期に，重要

な機能を果たした。

　（3）菜園としてのkiritiも，果樹園としてのkiri6岡様，　nu－kiri〔i　1職＝果樹・野菜栽培

者（通常「庭師」Gartnerと訳される）の管轄の下にあった。これに対してki－sum－ma

の栽培・収穫は，主として§ub－luga1の手によって行われたと考えられる。

　此の様に当時のkiri・，における野菜栽培には重要な意義が認められるが，しかしki－

sum－maにおける野菜栽培が主流となっただけ，史料もki－sum－maに関する方が遙かに

多く，ki廊関係記録だけからは析出し得ない，野菜栽培に関する幾つかの基本的事実を

さらに引き出すことができる。我々は上記3つの特徴を確認し得たことを以って，菜園

としてのkiri6に就いての検討を一応終え，ふたたびki－sum－ma記録を中心とする分析

34）　DP　371（第1表　（3）），　DP　386（【司（8）〉，　DP　387（第11表），　TSA　41（窯業表｛8＞＞，　DP　372

　（問（13）〉，およびDP　620．

35）si・i－lumがkiri6栽培の証拠しかないのとは反射に，／sum一／za－ha－ti，9e．IO（コリアンドル＞

　glt－git／一GUi／（献眼）にはki－sum－ma栽培の舐拠のみがあって，　kirki栽培の例が次げている。
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を進めたいと考える。

吏料略号
DP　De　la　F’uije，　Allotte，　Documents　presargoniqnes，　5　fascicu｝es．　1908－1920，　Paris．

BIN　8　Hackman，　G．G．，　Sumerian　and　A　fekadian　Administratiwe　Texts，　Babylonian　ln－

　　　scriptions勿the　Collection（～ズJames　B．ム磁3（＝BIN），　Yale　University，8．玉958，

　　　New　Haven．

Fo　F6rtsch，　W．，　Altbabyloアzische　冊7¶tschaftstexte　aus　der　Zeit　乙ugaland（～’s　und

　　　［frufeagina’s，　Vorderasiatische　Schriftdenfemb’ler　（＝＝　VS）　，　14．　1916，　Leipzig．

ffSS　3　Hussey，　M，　1．　，　Sumerian　Tablets　in　the　ffarvard　Semitic　Musettm，　P　art　ll　：

　　　Chiefly　from　the　Re　igns　of　Lorgalanda　and　Urukagina　of　Lagash，　ffarvard　Semitic

　　　Series（＝HSS），　3．　！912，　Cambridge．

N’ik　I　N　ikol　’skij，　M，　V，，　Dokumenty　choijajstwennoj’　otVcetnosti　drevne’Jtrgej　epochi　chaldei　ix

　　　sobranija　N．　P．　Lichatieva，　1　．　Drewnosti　VostocVnyj’a　3　，　1908，　S　t．　P　etersburg，

TSA　De　Genouillac，　H．，　Tablettes　sumbr－iennes　archaiques　：　Matleriaux　pour　servir　a

　　　／’histoire　de　la　socie’tb　sumerienne，　1909，　P　aris．

VAT　Museumssignatur　Berlin　（VorGerasiatische　Abteilung　Tontafeln）　．

参考文献
DE　LA　FuiJri　Allotte，

　1915　Mesures　agraires　et　formules　d’arpentage，　RA　12．

BAuER，　J．

　1970　Altsumei’ische　Wirtschaftstexte　aus　Lagasch，　Studia　Pohl，　9　，　Rome．

Bo’rTizi｛o，　」・

　　1980　‘Knoblauch’　，　Realle　tikon　der　／lssyriologie　und　Vorderasiatischen　A　rcha’e’ologie　（＝

　　　　　　　RIA），6　（1－2），Berlin．

DEIMEI一，　P，　A，

1923－24S・meriscゐ・G・Aamm・tife　de－histischen　Texte・　O，’SLF’　9／13・

　　1924〈a＞　Die　Vermessung　der’Felder　bei　den　Sumerem　um　3000　v．　Chr，　，　OrSl：’　4　，

　　　　　　　ed．2．

　　1924（b）　Die　Verarbeitung　des　Geterides，　OrSLP　14．

　　1925（a）　1）ie　altgumerische　Baumwirtschaf£，　OrSP　16，



　24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；．．1．．．1　本　　　　茂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1925（b）　Die　Gemlisebau　bei　den　alten　Sumerern，0，・SP　l7．

　　　　　ソ　1931　Sumerisc乃e　Temψelze，irtschaft　2ur　Zeit．　UI－uflagi？las　Ztnd　seiner　Vorgit’　ngei：A　bsch　luss

　　　　　der　Ein之e15tudien　und　Zorsammenfassung　der　IlaZtPti’esultate，　A　nalecta　Oノ’ientalia，

　　　　　Pontifico　Instituto　BibHco，2，Roma．

LAMBERT，　M．

　1975　Recherches　sur　les　rをformes　d’Urukagina，　OrNS，44．

前田　徹

　1976初期王朝時代末のエミに於ける運河工事に就いて，『オリエントX，19（2），東京．

PQWEI．．1．．，　M．　A．

　1981Co｝1ations　to　MV．　Nikol’ski￥，　Dokumenty　Khoziaistvenno￥otchetnosti　drev－

　　　　　neishei　epokhi　Khaldei　iz　sobraniia　NP．　Likhach6va．　Drevnosti　Vostoch－

　　　　　nyia．　Trudy　VostOchno￥　Kommissii　Imperatorskago　MQskovskago

　　　　　Obshchestva　3／嚢　（1908＞，　ASJ　3．

ゆ原与茂九郎

　1963　シュメール土地綱度について一初期王朝縛代まで一，「人文』，京都大学教養部，

　　　　　9．

ROSENGARTEN，　Y．

　1960Le　concept　sumlerien　de　consommation　dans　la　vie　laconomiqae　et　rleligieuse，　P　aris．

Sc乏1甑II）ER，　A．

　1920　1）ie／4癩πgθder　KultUi’ωirtschaft：Die　sumerische　Temψelstadt，　Plenge　Staats－

　　　　　zvissenschaftliche　Beitrla’ge，4，Essen，

山本　茂

　1974　シュメール都市国家ラガシュにおける土地制度研究への～序論，『オリエント＄，

　　　　　16（2），藥京’．

　1979　シュメール都市国家時代最末期ラガシュにおける農耕年視点の確立，『史林＄

　　　　　62（2）．

　1984　シュメール都市【籔家ラガシュにおける「三玉葱鵬」‘ki－sum－ma’・「1翼」‘kiri6’に

　　　　　ついての序論的研究，『人文』，京都府立大学学術報告，36．


